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小
学
校
３
年
生
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
「
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
」
は
欠
か
し

た
こ
と
が
な
い
。
マ
ン
ガ
を
読
書
に
カ
ウ
ン
ト
し
て
も
良
い
な
ら
、
私
は
胸
を

張
っ
て
「
読
書
が
好
き
だ
」
「
読
書
習
慣
が
あ
る
」
と
言
い
た
い
。
し
か
し
、

「
県
民
意
識
調
査
」
に
「
あ
な
た
は
読
書
が
好
き
で
す
か
。
」
と
い
う
質
問
項
目

が
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
「
読
書
」
に
マ
ン
ガ
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。

本
年
４
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第
４
次
「
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る

基
本
的
な
計
画
」
で
は
、
中
学
生
ま
で
の
読
書
習
慣
の
形
成
が
不
十
分
な
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
読
書
習
慣
の
形
成
に
向
け
て
、
発
達
段
階
ご
と
の
効

果
的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
家

庭
に
お
い
て
は
、
読
書
習
慣
付
け
の
重
要
性
の
理
解
促
進
や
、
家
読
（
う
ち
ど

く
）
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
な
ど
家
庭
で
の
読
書
活
動
の
支
援
が
方
策
と
し
て
示
さ

れ
て
い
る
。

何
事
も
継
続
す
る
に
は
習
慣
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
良

い
よ
う
に
思
う
。
４
歳
か
ら
始
め
た
柔
道
は
生
活
の
一
部
の
よ
う
な
感
覚
に
な
っ

て
い
る
し
、
週
刊
ジ
ャ
ン
プ
は
も
は
や
い
つ
止
め
た
ら
良
い
の
か
分
か
ら
ず
「
習

慣
」
少
年
ジ
ャ
ン
プ
化
し
て
い
る
。

４
歳
に
な
る
息
子
に
は
３
歳
か
ら
読
み
聞
か
せ
を
始
め
た
。
今
で
は
絵
本
を
読

ん
で
か
ら
寝
る
の
が
日
課
に
な
り
、
「
今
日
は
絵
本
な
し
！
」
と
言
う
と
泣
い
て

し
ま
う
ほ
ど
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
１
歳
の
娘
が
、
ダ
ー
ダ
ー
と
言
い
な
が
ら
私

の
と
こ
ろ
に
本
を
持
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
部
科
学
省
の
委
託
調
査
に
よ

れ
ば
、
「
読
書
好
き
」
と
「
学
力
」
に
は
相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。
親
と
し
て
は
、
こ
の
ま
ま
本
を
読
む
習
慣
が
身
に
付
い
て
く
れ
れ

ば
嬉
し
い
が
、
そ
の
結
果
が
で
る
の
は
も
う
し
ば
ら
く
先
に
な
り
そ
う
だ
。

最
後
に
、
私
は
秋
田
に
赴
任
し
て
き
て
か
ら
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
で
筋
ト
レ
を

始
め
た
。
３
週
間
、
１
ヶ
月
、
３
ヶ
月
の
壁
を
何
と
か
乗
り
越
え
て
半
年
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
。
今
で
は
１
週
間
休
む
と
筋
肉
が
落
ち
て
、
今
ま
で
の
努
力
が
水

泡
に
帰
す
よ
う
な
気
が
し
て
、
ジ
ム
に
行
か
ず
に
は
居
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

何
か
を
習
慣
化
す
る
の
は
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
よ
う
だ
。

「
読
書
習
慣
」

秋
田
県
教
育
庁
生
涯
学
習
課
長

中
山

恭
幸

夏のおはなし会（おはなしのへや）



楽しみ」）など、幅広く設定しています。たくさん

の学校から利用の申込みがあり、学校図書館での展

示や、授業等で活用されています。今年度は、約

１３，０００冊の申込みがあり、毎月、貸出しを行

います。１１月にはセットの追加・更新を行う予定

です。

またセット以外の本については、各校からの要望

に応じて、１校につき５０冊まで、一か月間貸出し

をしています。授業や先生の教材研究等で本をまと

めて借りたい場合などに利用されています。

３．学校図書館職員等研修会

８月２日(木）に、

多目的ホールを会

場として、学校図

書館職員等研修会

を開催しました。

当日は、高校や特

別支援学校の教職

員・生徒合わせて

４２名が参加し、

講義・ワーク

ショップ、情報交

換会を行いました。

講義・ワークショップでは、「ポスター・チラシ

の作り方」と題し、参加者が効果的なポスター・チ

ラシの制作のポイントを学びました。情報交換会で

は、各校の図書委員が日頃の活動に関する発表を行

いました。互いの発表を聞くことをとおして、参加

者は、他校の活動の特色について理解を深めていま

した。

参加者からは、「ポスターをつくる上での注意点

をよく知ることができた」「図書委員の発表から

様々な取組を知ることができた」「他校の良いとこ

ろをまねて、もっと図書館を活気のあるところにし

たい」のなどの声が挙がりました。

１．学校図書館訪問

学校図書館訪問と

は、県立図書館の

職員が高等学校や

特別支援学校の図

書館を訪問し、情

報交換や、図書館

運営・校内の読書

推進に関する助言

を行う取組です。

今年度は２０校を

訪問しました。

学校図書館それぞれの状況によって、相談内容も

多岐に渡ります。校内の読書環境、図書委員会の活

動、本の展示方法等について、担当の教職員と一緒

により良い取組を考えます。

今後も、個々の学校の要望に応じながら、きめ細

かい支援を行っていきます。

２．学校図書館への本の貸出し

高等学校や特別支

援学校へ、約４０

冊の本をセットに

し、コンテナに入

れて貸出しをして

います。コンテナ

は、５７のテーマ

に分かれ、全部で

２４８セットを用

意しています。

テーマは、教科

の学習に関連するもの（「数学の世界」「洋書の

世界」）、生き方や進路に関連するもの（「私た

ちはどう生きるか」「読むハローワーク」）、趣

味や教養に関するもの（「作家発掘」「放課後の

複数の県立図書館職員が訪問し、
様々な観点から助言を行います。

特
集

県立図書館は市町村図書館等の運営を支援しています

学校図書館への支援
－学校図書館運営の充実と、校内の読書活動推進を目指して－

県立図書館では、平成１９年度から高等学校や特別支援学校の学校図書館に対して、様々な支援を
行っています。今回は、今年度の取組から学校図書館訪問、本の貸出し、学校図書館職員等研修会
についてご紹介します。

県立図書館では、平成１９年度から高等学校や特別支援学校の学校図書館に対して、様々な支援を
行っています。今回は、今年度の取組から学校図書館訪問、本の貸出し、学校図書館職員等研修会
についてご紹介します。

情報交換会では、写真をスクリーンに
映しながら、発表を行いました。

セット資料は、すぐに展示できるよう、
テーマ名を記した看板も入っています。



Ｔｏｐｉｃｓ～県立図書館の事業やイベントなどの紹介～

６月１４日（木）～１５日（金）、秋田市文化

会館小ホールを会場に、北日本図書館大会秋田

大会が開催されました。東北各県から図書館や

学校図書館関係者など２０１名が集まり、「図

書館が変わる・地域が変わる－まちづくりに結

びつく図書館－」をテーマに、基調講演と事例

発表が行われました。

始めに、まちライブラリー提唱者、森記念財

団、大阪府立大学観光産業戦略研究所の礒井純

充氏が「まちライブラリーを活用した本のある

居場所～個人から図書館までの事例を交えて

～」と題して基調講演を行い、「まち」の中で

の図書館の役割について、各地にあるまちライ

ブラリーの事例をとおしてお話しいただきまし

た。

続いて、八郎潟町立図書館の「地域の“中

の”図書館～ジブンゴトとしての気づきの場

～」、宮城県の大崎市図書館の「あたり前のこ

とが普通にできる図書館になること」、山形県

の市立米沢図書館の「中心市街地に建つ『ナセ

ＢＡ』（市立米沢図書館・よねざわ市民ギャラ

リー）～新図書館の事業展開と、まちなか活性

化への課題～」という３つの事例発表がありま

した。２日目に行われたパネルディスカッショ

ンでは、質問も多く、活発な意見交換が行われ

ました。全２日間の日程をとおして、図書館が

まちづくりにどのように関わっていくのかを考

える貴重な機会となりました。

夏休み特別企画として、８月１６日（木）に小

学生とその保護者を対象とした、県立図書館の

書庫見学を開催しました。当日は、小学生とそ

の保護者５０名が参加し、閲覧室のコーナーの

説明と、普段は入ることができない書庫の見学

をしました。

１階書庫では、県立図書館で所蔵している

「秋田魁新報」の一番古い号（明治３３年１月

１日）の紙面や、永年保存している雑誌や昭和

３９年開催の東京オリンピック特集の写真雑誌、

県内の高等学校や特別支援学校に貸し出してい

る支援用図書セットの見学をしました。

４階書庫では、市町村広報誌の創刊号や、秋

田をテーマにしたボードゲームや釣りカレン

ダーなどの様々な種類の郷土資料や、和紙をち

りめん布のように加工したちりめん本等、明治

期に収集した貴重な資料を閲覧しました。

参加者は職員の説明に対して質問したり、実

際に資料を手に取って見たりと、熱心な様子で

参加していました。

書庫や閲覧室の見学をとおして、県立図書館

の特徴や役割についての理解を深めることがで

きる機会となりました。

ボードゲームも郷土資料として保存されていること
を聞き、参加者は驚いていました。

北日本図書館大会

礒井純充氏による基調講演

「県立図書館探検隊ー図書館の裏側
をのぞいてみようー」を開催
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Ｐｉｃｋｕｐ～各班からの話題～

郷土資料コーナー展示の紹介

ミニ展示「防災を学ぼう」

県内各市町村が発行した災害ハザードマップ等

を掲示し、当館所蔵の防災関係資料と一緒に展示

を行いました。展示は終了しましたが、今後も防

災関係資料の収集・提供を継続して行っていきま

す。

９月６日（木）、

多目的ホールにて

ビジネスセミナー

を開催しました。

R-room 鈴木竜典

写真室の代表で写

真家の鈴木竜典氏

から「『写真のチ

カラ』でビジネス

チャンスを作る方

法。」と題して講演をしていただきました。五感

のうち、視覚からの情報が瞬時に記憶として残る

ため、写真を見る相手に何を伝えたいのか、目的

を明確化して撮影に臨むことが大切だとお話しい

ただきました。また、光の演出で写真から受ける

印象が大きく変わることについて実演していただ

くと、全く印象が違う写真が仕上がり、参加者か

らは驚きの声が上がりました。

■秋田をまなぶ講座シリーズⅨ
音楽セミナー「旅もしくは回帰」

今年で１０周年を迎える音楽セミナー。「旅も

しくは回帰」のテーマに沿った７つの楽曲につ

いて鑑賞し、その曲の背景を学びます。

【期日】１２月９日（日）

【時間】午後１時３０分から午後３時

【会場】県生涯学習センター ３階講堂

【出演者】

秋田大学名誉教授 佐々木久春

二期会会員 土崎 宏人

ピアノ伴奏 大山 英子 イ～

イベント・

図書資料班

ビジネスセミナー

情報班・サービス班

当館の蔵書冊数は

平成２９年度末で

９０万冊を超えま

した。その中で秋

田県関係の郷土資

料は約１３万冊を

所蔵していますが、

大部分が書庫に保

管されており、な

かなか皆様の目に

触れる機会があり

ません。

これまでも郷土資料コーナーではその膨大な資

料の中からテーマに沿ったものを選び、展示・貸

出しを行ってきました。今年度からは、貸出禁止

で書庫に保存されている資料も御覧いただけるよ

う、ガラスケースやパネルを使って展示していま

す。

図書館にお立ち寄りの際には、どうぞ御覧くだ

さい。

今年は、地震によ

る家屋の倒壊や液

状化現象、大雨に

よる洪水、台風に

よる高波など、

様々な災害による

甚大な被害が日本

各地で発生しまし

た。県立図書館で

は９月１日の「防

災の日」にちなみ、「防災を学ぼう」と題したミ

ニ展示を行いました。

（開催期間：８月３０日(木)～１０月２日(火)）

企画・広報班

学生からシニア世代まで、幅広い
年代の方々に御参加いただきまし
た。プロの実演に、皆興味津々！

Ｅｖｅｎｔ～イベント・ 催し物のお知らせ～

平成３０年度第３回郷土資料コー
ナー展示「海の恵み」

「防災を学ぼう」展示


